
私たちの医療理念

人権をまもり、健康なくらしに役立つ医療を地域とともにつくります。

人を人として尊重し、地域包括ケア時代に輝く急性期病院になる

～病院のリニューアルを成功させる（準備する）～

私たちが目指すもの（基本方針）

 2006年 3 月27日制定

 2018年 4 月 1 日制定

理念に基づく行動
　◆医療が保障される社会づくり
　　＊個人が尊重され、社会的不平等のない医療・福祉制度の実現をめざします。
　　＊最大の環境破壊である戦争に反対し、平和と環境をまもります。
　◆私たちの医療の目的と姿勢
　　＊すべての人々が、健康に生き、尊厳をもって療養できるよう支援します。
　　＊利用者によりそい、自律を育み、安全・安心で最適な医療・介護を行います。
　◆医療従事者としての成長
　　＊科学的視点と高い倫理観をもち、医学の成果と社会の進歩に学びます。
　　＊地域のなかで、育ちあう喜びとやりがいを感じられる職員に成長します。

　① 救急医療・がん医療を軸に急性期病院としての医療機能と質を高める。
　② 総合性と専門性を備えた医療専門職が集い、育つ病院となる。
　③ ヘルスリテラシーを高める活動とともに、健康の社会的決定要因（SDH）の視点を日常診療にいかした

生活支援を行う。
　④ 4 つのセンターを中心に、各医療チームの活動が発展する組織運営を行う。
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　2023年度は、当院にとって大きな転換期となる一年でした。「転換」の中身は、勿論未
来に向かって発展するためのものではありますが、その難度と負荷の大きさは予想以上で、
かつてないような新しい質の困難に直面することになりました。
　大雑把に振り返れば、 ５月に ６回目の病院機能評価を受診、 ８月にふれあい生協病院の
開院により二病院化、併せて ９年ぶりの電子カルテ更新、そして、かつてない程の厳しい
経営環境下でのリニューアル事業の進展、そして忘れてはならないのは、新型コロナ患者
への対応を休むことなく取り組んだ １年だったということです。

　国内外の社会・政治状況では予断を許さない事態が進行しました。
　ロシアによるウクライナ侵略は 2年目も終わることなく継続し現在もまだ続いていま
す。そして2023年１0月から始まったイスラエルによるガザ地区での凄惨な人権侵害は、飢
餓を利用するなど明らかな国際法違反が横行し、世界中から批判の声が上がっています。
　国内に目を移せば、第2１１国会では、難民の人権を蔑ろにする入管法の改悪や却って差
別を助長するような LGBT 法案、そして原発推進の方向性が強行的に決められました。社
会保障分野では、防衛費の大増額のあおりを受け、全体として抑制的な政策が進められま
した。そして、年明け元日には能登で大地震が発生し、半年以上に渡って下水道の復旧が
遅れたことや、今年 ９月の豪雨災害では折角できた仮設住宅が浸水し使い物にならなくな
る等、人災的様相が顕著になりました。加えて、志賀原発の避難経路である道路が地震で
寸断され、珠洲ではかつての原発建設予定地が数メートル隆起するなど、あらためて原発
の安全性に大きな疑問符が付くような事態が発生しました。
　一方、人権をめぐる諸運動は当事者と支援者の共同した運動が前進しました。同性婚裁
判は ６つの地裁判決が出揃い、概ね違憲、違憲状態という判断が下され、二審でも同様の
傾向で審理が進んでいます。また、トランスジェンダーの性別変更の際の手術要件につい
て最高裁で違憲判断が下されました。こうした前進に大いに励まされた １年でもありまし
た。

2023年　年報　巻頭言

院長　増田　剛
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　丸 ４年に及んだ新型コロナへの対応は大きな節目を迎えました。2023年 ５ 月に新型コロ
ナウイルスが感染症法上の「 ５類」に分類し直され、対応ルールや行政からの公的補助が
大きく見直されました。最も深刻だったのは、埼玉県が全国に先駆けて医療機関への補助
金支給をほぼ全面的に終了したことです。どういう経緯でこれが決まったのかは定かでは
ありませんが、埼玉県政史に残る愚策だと敢えて言わせて頂きます。新型コロナ患者への
診療を相当数行わなければならない状況での補助金カットは医療機関の経営に大きな負担
となりました。
　加えて、異常円安と物価高騰が更なる打撃となって、全国の医療・介護施設を苦しめて
います。今年 ９月、全国の公立病院決算が発表され、2022年度の約2000憶の黒字から2023
年度は約2000憶の赤字に落ち込んだことが明らかになりました。診療報酬という公定価格
でしか運営出来ない、つまりは物価上昇を価格に転嫁できない医療・介護事業所にとって
行政の支援がないことがどれ程罪深いことかということを示していると思います。倒産件
数も過去最高を記録するなど事態は深刻です。税金からの補填が得られない民間病院にと
っては、極めて苦しい事態であり、冬の一時金の減額や病院としての忘年会を自粛するな
ど、奮闘している職員にも直接的な負担が及んでいる状況に管理者として胸が痛みます。
　現在に至るまで、そして当面の間、経営については困難な状況が続くと思われます。当
院の仕事の中身を見直し、より多くの患者さんのニーズに応えられるように、経営活動の
質を上げていくことは勿論ですが、他産業の賃上げペースに遠く及ばないような現行の診
療報酬では医療介護労働者の生活向上に資することは出来ません。全国の病院団体などと
結束した力で、いのち第一の政治への転換を求めて行きたいと思います。

　昨年 ８月にふれあい生協病院が開院し、 2つの病院群として新しい歩みを開始した訳で
すが、二病院化と同時に電子カルテの更新も行い、また、既存施設の改装などへの対応も
あり複数回の引っ越しを行うなど、大変複雑でストレスフルな経緯でした。そして何より
も、患者さん・利用者の皆さんには多くの迷惑をお掛けしてしまいました。今でも、採血
室までの長い廊下に置かれた椅子で一休みする方の姿を見掛ける度に申し訳ない気持ちに
なります。202６年のグランドオープンまで暫くはこの状況が続きます。多くの方々のご協
力に対する感謝を忘れずに日々の仕事に取り組んで行きたいと思います。加えて、困難な
中、粘り強く励んでくれた全ての職員に感謝致します。
　困難な状況を抱えての船出となりましたが、「病院群」としてのアドバンテージが出始
めていると感じています。在宅医療やそのバックアップ機能が大きく充実したこと、そし
て、ERからのスムースな入院、紹介・逆紹介の前進などはその確かな証左です。
　手術や専門医療、そして働き方改革への対応としてのタスクシフトなど、これまで以上
に充実させていくべき課題についても担当する職員たちの大奮闘が目立ちました。

　社会情勢や経営環境の厳しさを乗り越えるような実践が求められます。地域で真に役に
立つ病院群として、今後も進化を追及することをお約束して巻頭言と致します。
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